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最 新 医 療 情 報

横
浜
市
総
合
保
健
医
療
セ
ン

タ
ー
は
、
ど
の
よ
う
な
施
設

で
す
か
。

岩
成　
介
護
が
必
要
な
高
齢
者

や
精
神
障
害
者
が
、
地
域
や
在

宅
で
自
立
し
た
生
活
を
送
り
、

社
会
や
職
場
に
復
帰
で
き
る
よ

う
、
保
健
と
医
療
の
両
面
か
ら

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
複
合
施
設

で
す
。
セ
ン
タ
ー
に
は
介
護
老

人
保
健
施
設
（
し
ら
さ
ぎ
苑
）

が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

精
神
障
害
者
の
生
活
訓
練
や
就

労
訓
練
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
も
整
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
内
科
と
精
神
科

の
診
療
所
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

専
門
医
が
生
活
習
慣
病
を
中
心

に
し
た
診
療
や
認
知
症
に
特
化

し
た
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
要
介
護
高
齢

者
」「
精
神
障
害
者
」「
生
活
習

慣
病
患
者
」
を
３
本
柱
に
、
地

域
で
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

向
上
を
図
る
専
門
施
設
で
す
。

診
療
所
を
開
設
し
て
、
外
来

診
療
も
行
っ
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
主
に
ど
ん
な
患
者
さ

ん
を
診
て
い
る
の
で
す
か
。

岩
成　
ま
ず
内
科
外
来
で
は
、

高
血
圧
症
や
脂
質
異
常
症
、
糖

尿
病
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
中
心
に

し
た
診
療
に
力
を
注
い
で
い
ま

す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
血
液
や

尿
、
胸
部
Ｘ
線
、
負
荷
心
電
図

と
い
っ
た
各
種
検
査
の
ほ
か
、

Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
医
療
機

器
も
そ
ろ
っ
て
い
て
、
精
密
な

検
査
が
可
能
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
患
者
さ
ん
に

は
運
動
療
法
、
管
理
栄
養
士
に

よ
る
食
事
・
栄
養
指
導
を
通
し

て
、
病
気
の
改
善
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
支
援
で
は
、
セ

ン
タ
ー
内
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ル
ー
ム
を
活
用
し
、「
シ
ニ
ア

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
と
銘
打
っ
た

運
動
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
１
回
90
分
で
、
中
高
年
世

代
を
中
心
に
多
く
の
方
が
、
健

康
増
進
に
励
ん
で
い
ま
す
。

精
神
科
外
来
で
は
、
認
知
症

の
診
療
に
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
そ
う
で
す
ね
。

岩
成　
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、

認
知
症
は
年
々
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

認
知
症
の
早
期
発
見
に
努
め
、

迅
速
・
適
切
な
治
療
に
つ
な
げ

よ
う
と
、
認
知
症
と
そ
の
対
策

に
特
化
し
た
外
来
診
療
の
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

現
在
、
特
に
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
認
知
症
の
鑑
別
診
断

で
、
こ
れ
は
治
療
で
効
果
の
期

待
で
き
る
別
の
病
気
な
ど
を
認

知
症
と
間
違
っ
て
診
断
し
て
い

な
い
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
初
回
に
、
専
門
の
精
神

科
医
に
よ
る
診
察
と
各
種
検
査

が
あ
り
ま
す
。
検
査
は
血
液
、

尿
、
胸
部
Ｘ
線
を
は
じ
め
、
心

電
図
、
脳
波
、
頭
部
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ

な
ど
多
岐
に
及
ぶ
た
め
、
５
～

６
時
間
を
要
し
ま
す
。

　

２
回
目
は
、
検
査
結
果
を
基

に
、
さ
ら
に
診
断
の
精
度
を
高

め
る
た
め
、
初
回
と
は
別
の
専

門
医
が
診
察
に
当
た
り
ま
す
。

そ
し
て
２
回
の
診
断
結
果
を
突

き
合
わ
せ
、
総
合
的
に
認
知
症

　
新
横
浜
の
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
近
く
に
あ
る
「
横
浜
市
総
合
保
健

医
療
セ
ン
タ
ー
」（
港
北
区
鳥
山
町
）。
平
成
４
年
の
開
設
以
来
、

介
護
の
必
要
な
高
齢
者
や
精
神
障
害
者
な
ど
を
支
え
る
保
健
・
医

療
・
福
祉
活
動
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
外
来
診
療
部
門
で
は
、
生
活
習
慣
病
対
策
や
認
知
症
の
早

期
発
見
に
向
け
た
鑑
別
診
断
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
の
特
徴
や
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
、
セ
ン
タ
ー
長
の
岩
成
秀

夫
先
生
に
伺
い
ま
し
た
。

横浜市総合保健医療センター
　  センター長

岩
い わ な り

成　秀
ひ で お

夫　先生

増
え
る
認
知
症
を

　
　
　  

適
確
に
サ
ポ
ー
ト

精
神
科
外
来
で
診
断
、生
活
習
慣
病
に
も
積
極
対
応

横
浜
市
総
合
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

患者さんの
身になってサポート
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ん
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の
二
つ
が
あ
り
、
定
員
は
そ
れ

ぞ
れ
80
名（
入
所
）と
20
名（
通

所
）で
す
。
入
所
定
員
の
う
ち
、

30
床
は
認
知
症
の
方
の
た
め
の

専
用
ベ
ッ
ド
で
す
。

最
後
に
今
後
の
抱
負
を
。

セ
ン
タ
ー
の
利
用
方
法
に
つ

い
て
教
え
て
下
さ
い
。

岩
成　
団
塊
の
世
代
が
高
齢
者

の
仲
間
入
り
を
し
、
認
知
症
や

生
活
習
慣
病
は
今
後
ま
す
ま
す

増
え
続
け
る
で
し
ょ
う
。
こ
う

し
た
事
態
に
備
え
、
こ
れ
か
ら

は
認
知
症
と
生
活
習
慣
病
対
策

に
、
よ
り
一
層
力
を
注
い
で
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
は
基
本

的
に
事
前
予
約
制
で
す
。
か
か

り
つ
け
医
の
紹
介
は
な
く
て
も

結
構
で
す
の
で
、
利
用
を
希
望

す
る
場
合
は
、
ま
ず
セ
ン
タ
ー

の
受
付
窓
口
で
あ
る
「
総
合
相

談
室
」
に
直
接
、
電
話
（
０
４

５
︱
４
７
５
︱
０
１
０
３
）
を

入
れ
て
下
さ
い
。

（
な
お
、
精
神
科
外
来
で
鑑
別

診
断
を
受
け
る
際
は
、
必
ず
ご

家
族
の
同
伴
が
必
要
で
す
）

最 新 医 療 情 報

（
診
療
所
型
）
の
指
定
を
受
け

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
当
セ

ン
タ
ー
の
専
門
医
を
ケ
ア
プ
ラ

ザ
に
派
遣
し
て
相
談
に
乗
っ
た

り
、
市
民
へ
の
啓
発
活
動
を

行
っ
た
り
な
ど
、
地
域
と
連
携

し
た
認
知
症
対
策
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、当
セ
ン
タ
ー
の

支
援
で
「
新
横
浜
若
年
性
認
知

症
の
人
と
家
族
の
会
」
も
発
足

し
ま
し
た
。認
知
症
の
中
で
も
、

65
歳
未
満
で
発
症
す
る
若
年
性

認
知
症
は
特
に
深
刻
で
、
就
労

の
継
続
や
経
済
的
な
問
題
な

ど
、
様
々
な
困
難
に
直
面
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
会
で
は
患
者

さ
ん
本
人
や
家
族
が
日
頃
の
思

い
や
悩
み
を
自
由
に
語
り
合
う

集
い
を
開
催
し
、
情
報
交
換
や

仲
間
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

岩
成　
障
害
の
あ
る
方
が
、
地

域
の
中
で
安
心
し
て
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
医
療
・

生
活
・
就
労
の
３
つ
の
面
か
ら

総
合
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
そ
の
一
つ
が
「
精

神
科
デ
イ
ケ
ア
」
で
す
。
こ
こ

で
は
統
合
失
調
症
、
う
つ
病
、

発
達
障
害
な
ど
に
対
し
て
、
独

自
に
作
成
し
た
疾
患
別
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
基
づ
き
、
集
団
で
の
話

し
合
い
や
運
動
、
調
理
な
ど
の

精
神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
障
害
者
が
自
分
の
病
気
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
た
り
、
人
と

の
付
き
合
い
方
な
ど
を
学
び
ま

す
。

　

ま
た
「
働
き
た
い
」「
自
立

し
た
い
」
障
害
者
の
た
め
に
、

就
労
準
備
訓
練
を
行
い
、
早
期

就
労
に
向
け
た
支
援
を
し
て
い

ま
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設
（
し
ら

さ
ぎ
苑
）
に
つ
い
て
も
、
簡

単
に
紹
介
し
て
下
さ
い
。

岩
成　
し
ら
さ
ぎ
苑
は
、
介
護

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
、
医

療
や
看
護
の
ケ
ア
を
受
け
な
が

ら
、
リ
ハ
ビ
リ
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し
て
身
体
機

能
の
回
復
に
努
め
、
在
宅
復
帰

を
め
ざ
す
施
設
で
す
。

　

施
設
で
療
養
生
活
を
送
り
な

が
ら
、
リ
ハ
ビ
リ
に
励
む
「
入

所
」
と
施
設
に
通
う
「
通
所
」

か
否
か
の
判
定
を
行
い
ま
す
。

　

精
神
科
外
来
で
の
鑑
別
診
断

は
大
変
に
人
気
が
高
く
、
年
間

の
新
規
受
診
者
数
は
千
人
近
く

に
の
ぼ
り
ま
す
。
県
内
の
医
療

機
関
の
中
で
は
、
お
そ
ら
く
最

多
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

認
知
症
や
そ
の
疑
い
あ
り
、

と
判
定
さ
れ
た
患
者
さ
ん
に

対
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
処

置
を
取
る
の
で
す
か
。

岩
成　
か
か
り
つ
け
医
の
紹
介

で
受
診
し
た
場
合
は
、
診
断
結

果
を
か
か
り
つ
け
医
に
送
り
、

原
則
と
し
て
、
治
療
を
含
め
た

対
応
を
お
任
せ
し
ま
す
。
か
か

り
つ
け
医
が
い
な
い
場
合
な
ど

は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
外
来
で
治

療
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
入
院
治
療
が
必
要
な

ケ
ー
ス
で
は
、
認
知
症
の
専
門

病
院
を
紹
介
し
た
り
も
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
２
月
に
は
診
療

所
と
し
て
初
め
て
、
横
浜
市
か

ら
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー横浜市総合保健医療センター

精
神
障
害
者
支
援
で
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

み
ん
な
の
健
康
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リ
ハ
ビ
リ
施
設
と
し
て
、
長
い

歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
ね
。

小
川　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
障
害

の
あ
る
市
民
の
機
能
回
復
を
支

援
す
る
総
合
リ
ハ
ビ
リ
施
設
と

し
て
、
昭
和
62
年
10
月
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
開
設
か
ら
、

ち
ょ
う
ど
28
年
で
す
。
こ
の
間

に
利
用
者
ニ
ー
ズ
が
様
々
に
変

わ
り
、
セ
ン
タ
ー
が
提
供
す
る

リ
ハ
ビ
リ
・
サ
ー
ビ
ス
も
、
高

次
脳
機
能
障
害
者
の
支
援
や
就

職
・
復
職
を
め
ざ
す
方
の
就
労

支
援
な
ど
、多
様
化
し
て
い
ま
す
。

数
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
・
サ
ー
ビ
ス

の
中
で
、
と
く
に
特
徴
的
な
リ

ハ
ビ
リ
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
。

小
川　
例
え
ば
、
高
次
脳
機
能

障
害
者
の
機
能
回
復
を
手
助
け

す
る
リ
ハ
ビ
リ
で
す
。

　

高
次
脳
機
能
障
害
と
は
、
脳

出
血
、
脳
梗
塞
な
ど
の
病
気
や

事
故
に
よ
る
脳
外
傷
な
ど
が
原

因
で
、脳
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、

そ
れ
に
伴
っ
て
起
き
る
障
害
の

こ
と
で
す
。
主
な
症
状
と
し
て

は
記
憶
障
害
や
注
意
障
害
、
物

事
が
う
ま
く
処
理
で
き
な
い
遂

行
機
能
障
害
、
あ
る
い
は
感
情

が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
と

い
っ
た
障
害
が
あ
り
、
日
常
生

活
や
社
会
生
活
へ
の
適
応
が
困

難
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
高
次
脳

機
能
障
害
に
つ
い
て
は
、
医
師

の
診
断
に
基
づ
い
て
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
心
理
士
や

理
学
、
作
業
療
法
士
、
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員
な
ど
の
専
門
チ
ー
ム

に
よ
り
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
す
。
状
況
に

よ
っ
て
は
、
ベ
ッ
ド
を
備
え
た

セ
ン
タ
ー
内
の
診
療
所
に
入
院

し
て
も
ら
い
、
集
中
的
な
リ
ハ

ビ
リ
に
よ
っ
て
、
機
能
の
回
復

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就

労
支
援
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
障
害

者
の
中
に
は
、
新
た
な
就
職
や

元
の
職
場
へ
の
復
帰
を
望
む
方

が
多
く
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

会
社
で
の
実
際
の
仕
事
を
想
定

し
て
、
簡
単
な
事
務
作
業
や
パ

ソ
コ
ン
操
作
を
し
て
も
ら
っ
た

り
、
あ
る
い
は
ビ
ジ
ネ
ス
上
の

マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

医 療 ク ロ ー ズ ア ッ プ

の
講
座
な
ど
、
就
労
へ
向
け
た

特
別
訓
練
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

障
害
者
の
在
宅
生
活
を
支
援
す

る
た
め
、
在
宅
リ
ハ
ビ
リ
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
そ

う
で
す
ね
。

小
川　
は
い
。在
宅
リ
ハ
で
は
、

ま
ず
当
セ
ン
タ
ー
の
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
障
害
者
宅
を
訪
問
し

ま
す
。
そ
し
て
、
障
害
者
本
人

や
介
助
す
る
家
族
の
方
の
状
況

や
様
子
を
確
認
し
た
う
え
で
、

体
の
動
か
し
方
や
自
主
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
方
法
、
介
助
テ
ク

ニ
ッ
ク
、福
祉
用
具
の
選
び
方
・

使
い
方
な
ど
に
つ
い
て
、
い
ろ

い
ろ
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま

す
。さ
ら
に
住
環
境
を
点
検
し
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
手
す
り
の

設
置
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
、

住
宅
改
造
の
提
案
な
ど
も
行
い

ま
す
。
た
だ
し
、
在
宅
で
の
継

続
し
た
訓
練
は
、
訪
問
リ
ハ

サ
ー
ビ
ス
の
活
用
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
は
、
企
画
開
発
研

究
部
門
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る

の
で
す
か
。

小
川　
主
な
仕
事
は
、
新
し
い

福
祉
機
器
の
研
究
と
開
発
で

す
。
障
害
者
が
自
立
し
て
、
快

適
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

車
椅
子
な
ど
様
々
な
福
祉
機
器

や
補
助
具
の
力
を
借
り
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
中
に

は
使
い
勝
手
が
悪
か
っ
た
り
、

不
便
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
実
際
に
利
用
す
る

障
害
者
の
声
を
参
考
に
、
器
具

を
改
良
し
た
り
、
ま
た
民
間
企

業
や
大
学
と
共
同
で
、
新
し
い

福
祉
機
器
の
研
究
・
開
発
を
行

い
、
実
用
化
へ
向
け
て
臨
床
評

価
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
施
設
で
、

こ
の
よ
う
な
研
究
・
開
発
部
門

を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
全

国
的
に
も
珍
し
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

総
合
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
た
い
場
合
は
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

小
川　
ま
ず
電
話
（
代
表
０
４

５
︱
４
７
３
︱
０
６
６
６
）
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
専
門

ス
タ
ッ
フ
が
対
応
し
、
セ
ン

タ
ー
の
医
師
に
よ
る
診
察
（
予

約
制
）
や
リ
ハ
ビ
リ
プ
ラ
ン
の

作
成
な
ど
、
今
後
の
利
用
法
に

つ
い
て
、
相
談
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

充
実
の
リ
ハ
ビ
リ
で
、

高
次
脳
機
能
障
害
者
の
就
労
を
支
援

　
横
浜
市
総
合
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
て
建
つ
「
横
浜
市
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」。
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
核
施
設
と
し
て
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
障
害
の
あ
る
多
く
の
利
用
者
が
、
医
師

の
診
断
を
も
と
に
、理
学
療
法
士
な
ど
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
で
リ
ハ
ビ
リ
に
励
ん
で
い
ま
す
。小
川
淳
セ
ン
タ
ー

長
に
、
施
設
の
特
徴
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

横浜市総合
リハビリテーションセンター

小
お

川
がわ

　淳
じゅん

　センター長

横
浜
市
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
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予 防 救 急

　在宅医療とは、通院が困難な患者に対し、
その自宅に医師らが訪問し医療サービスを
提供するものです。在宅医療は、医師が計
画的に訪問して医療を行う「訪問診療」と、
臨時に医療サービスを提供する「往診」の
二種類があります。在宅医療が必要な人は、
2025年には29万人に達すると推計されてい
ます。訪問診療医（在宅医）を中心に、多
様な職種の人々が連携して提供される医療
サービスが幅広い意味での「在宅医療」に
なります。 
　それでは、在宅医療をお願いしたいと
思った時に、どこに相談したら良いのか、
いくつかご紹介いたします。

　患者さんのご様子に合わせて在宅医を決
め、お願いすることになります。以前から
診ていただいていた診療所や自宅近くの診
療所の医師のほか、処置が必要な状態や機
器をつけて退院をされた場合など、患者さ
んやご家族が自宅で安心して在宅療養を送
れるよう、24時間体制で相談や連絡がいつ
でも受け付けられ往診や訪問看護などの提

供ができる在宅療養支援診療所もありま
す。在宅医療は、生活の場であるご自宅で
医療の提供をしますので、患者さんの状態
に合わせ、在宅医も選んでいただくとよい
かと思います。
　そして、在宅医療では、在宅医を中心に
さまざまな職種の人々が連携をして患者さ
んの生活を支えていきます。
　2000年からスタートした介護保険制度で
すが、そのサービスの種類も内容も充実し、
その人らしい生活が送れるための支援体制
が整ってきています。さらに医療と介護の
連携により、重度な要介護状態となったと
しても、自宅や住み慣れた地域で自分らし
い暮らしを最期まで続けられるよう在宅医
療の充実が図られています。国の調査で、

「介護を受けたい場所」「終末期の療養を受
けたい場所」として、それぞれ自宅を望む
方が多いという結果が出ています。患者さ
ん本人の希望や意思を尊重するためにも、
地域資源や制度、サービスを活用しながら
介護の体制を整えたうえで、在宅医療を取
り入れ、安心かつ快適な療養生活を送るこ
とが望ましいと考えます。その人の“今”を、
その人の望む場所で、本人もご家族も悔い
が残らないように最期まで過ごすことが在
宅医療・在宅ケアでは、重要なポイントで
あり、その体制が整えられています。

在宅医療の今

在宅医療の今

在宅医療の

在宅医療の今

今

自分らしい生活を
ご自宅で 鶴見区医師会在宅部門

総括責任者看護師・
主任ケアマネジャー

栗
くりはら

原美
み ほ こ

穂子　さん

いつもかかっている医療機関（病院・診療所）の
医師に相談　

入院して在宅医療が必要となった場合、
入院している医療機関の医療相談室に相談

区役所やお住まいの近くにある
地域包括支援センターに相談

介護保険の利用を考えている場合や
すでに介護保険を利用している場合は、
ケアマネジャー1）に相談

区内の在宅医療連携拠点2）に相談　

注：
１）ケアマネジャーとは、居宅介護支援事業所に属し、日常生活上のご相
談や介護保険サービスについてのコーディネートを行う者をいいます。
２）在宅医療連携拠点とは、横浜市は各区に設置を目指しており、横浜
市医師会と協働して地域で医療と介護が連携し、病気を抱えていても
地域で自分らしい生活が送れるよう支援する相談機能を持った拠点で
す。平成27年１月から順次、開設をしているところです。
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今
、
け
ん
玉
が
世
代
を
超
え

て
、
静
か
な
ブ
ー
ム
を
呼
ん
で

い
ま
す
。
と
く
に
最
近
は
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
手
軽
に
で

き
る
う
え
、
足
腰
や
バ
ラ
ン
ス

感
覚
な
ど
が
鍛
え
ら
れ
て
「
健

康
に
と
て
も
い
い
」
と
、
中
高

年
の
間
で
愛
好
者
が
増
加
。
横

浜
市
戸
塚
区
の
け
ん
球
倶
楽
部

「
球き

ゅ
う

翔と

」
で
も
、
多
く
の
シ
ニ
ア

会
員
が
、
孫
の
よ
う
な
子
供
た

ち
と
一
緒
に
、元
気
い
っ
ぱ
い
、

け
ん
玉
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

☆

月
１
回
、教
室
を
開
催

　
Ｊ
Ｒ
東
戸
塚
駅
の
す
ぐ
そ
ば

に
あ
る
「
と
つ
か
区
民
活
動
セ

ン
タ
ー
」。
月
１
回
（
第
１
土

曜
か
日
曜
日
）、
こ
こ
の
一
室

に
球
翔
の
会
員
が
集
い
、
け
ん

玉
教
室
が
開
か
れ
ま
す
。

　
「
準
備
は
い
い
か
な
。
最
初

は
一
番
簡
単
な
大
皿
か
ら
。

じ
ゃ
あ
、
い
く
よ
」。
球
翔
の

設
立
者
で
、
代
表
を

つ
と
め
る
中
村
茂
樹

さ
ん
の
掛
け
声
を
合

図
に
、
練
習
が
始
ま

り
ま
す
。

　

ま
ず
中
村
さ
ん

が
模
範
演
技
を
行

い
、
続
い
て
会
員

た
ち
が
一
斉
に
大

皿
の
技
に
挑
戦
。

手
に
け
ん
を
持
っ
て
、
糸
で
つ

な
が
っ
た
玉
を
振
り
上
げ
、
大

皿
の
上
へ
。
見
事
、
１
回
で
成

功
さ
せ
た
初
心
者
の
女
性
会
員

か
ら
「
わ
ー
っ
、で
き
た
」
と
、

喜
び
の
声
が
上
が
り
ま
す
。

　

続
い
て
、や
や
難
し
い
小
皿
、

中
皿
の
技
へ
。
さ
ら
に
、
下
に

垂
ら
し
た
玉
を
振
り
上
げ
て
、

け
ん
先
に
通
す
〝
と
め
け
ん
〟

や
〝
ふ
り
け
ん
〟
な
ど
、
よ
り

難
易
度
の
高
い
技
に
挑
戦
し
ま

す
。
と
め
け
ん
で
は
、
失
敗
す

る
会
員
が
続
出
。
す
か
さ
ず
中

村
さ
ん
が
「
膝
の
屈
伸
を
う
ま

く
利
用
し
て
、
玉
を
ま
っ
す
ぐ

区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
出
入
り

し
て
い
た
中
村
さ
ん
が
、
セ
ン

タ
ー
側
か
ら
、
け
ん
球
サ
ー
ク

ル
設
立
の
話
を
持
ち
掛
け
ら
れ

た
の
が
直
接
の
き
っ
か
け
で
し

た
。「
け
ん
玉
は
年
齢
に
関
係

な
く
、
誰
も
が
簡
単
に
で
き
、

健
康
に
も
い
い
。
高
齢
化
時
代

の
今
、
け
ん
玉
を
通
し
て
子
供

と
高
齢
者
が
ふ
れ
あ
い
、
一
緒

に
楽
し
め
た
ら
素
晴
ら
し
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
思
っ

て
球
翔
を
立
ち
上
げ
た
ん
で
す

よ
」
と
中
村
さ
ん
。　

　

会
員
数
は
50
名
を
超
え
、
中

で
も
多
い
の
が
、
健
康
志
向
の

60
～
70
代
の
男
女
会
員
で
す
。

け
ん
玉
で
、頭
ス
ッ
キ
リ

　

そ
の
一
人
で
、
地
元
の
東
戸

塚
に
住
む
渥
美
聖
子
さ
ん
は
、

「
私
に
は
時
々
、頭
が
重
く
な
っ

て
、
気
分
が
落
ち
込
む
持
病
が

あ
る
の
で
す
が
、
教
室
で
た
く

さ
ん
の
仲
間
と
一
緒
に
、
け
ん

玉
に
興
じ
て
い
る
と
、
頭
が

ス
ッ
キ
リ
し
て
、
気
持
ち
が
楽

に
な
る
。
け
ん
玉
に
は
、
脳
を

活
性
化
す
る
働
き
が
あ
る
ん
で

す
ね
」
と
語
り
ま
す
。

　

教
室
で
一
緒
に
け
ん
玉
を
教

え
て
い
る
副
代
表
の
中
田
和
日

古
さ
ん
に
よ
る
と
、「
中
腰
に

な
っ
て
、
膝
を
屈
伸
さ
せ
る
の

で
、足
腰
が
鍛
え
ら
れ
る
」「
集

中
力
、バ
ラ
ン
ス
力
が
高
ま
る
」

「
動
体
視
力
が
良
く
な
る
」
な

ど
の
効
果
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

球
翔
で
は
区
役
所
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
、
９
月
と
10
月
に

戸
塚
地
区
セ
ン
タ
ー
で
、
市
民

向
け
の
け
ん
玉
教
室
を
初
め
て

開
催
し
ま
し
た
。
中
村
さ
ん
は

「
会
員
み
ん
な
で
も
っ
と
技
を

磨
き
、
い
ず
れ
は
児
童
や
高
齢

者
な
ど
の
施
設
も
訪
問
し
て
、

け
ん
玉
の
楽
し
さ
や
魅
力
を
伝

え
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

上
げ
て
み
て
」
と
、
成
功
の
コ

ツ
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

玉
の
方
を
手
に
持
ち
、
け
ん

を
振
り
上
げ
て
、
け
ん
先
を
玉

に
入
れ
る
〝
飛
行
機
〟
で
は
、

先
生
役
の
中
村
さ
ん
も
、
手
元

が
狂
っ
て
思
わ
ず
失
敗
。「
あ

れ
っ
、
お
か
し
い
な
」
と
、
首

を
ひ
ね
る
中
村
さ
ん
の
姿
に
、

み
な
大
笑
い
で
す
。

世
代
を
超
え
て
、楽
し
む

　

球
翔
が
誕
生
し
た
の
は
昨
年

３
月
。
定
年
退
職
後
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
も
と
、
と
つ
か

手
軽
に
、
楽
し
く
健
康
づ
く
り

高
齢
者
に
も
人
気
の
け
ん
玉 み

ん
な
の
健
康

2015.11/12

6



合待 室

表紙イラスト/アメリカ山公園（中
区）みなとみらい線元町・中華街
駅（元町口）からエレベータなどで
直結。マリンタワー、ベイブリッジ
など見晴らしが素晴らしい。

眠れなくて困っています。

萩
はぎ　もと

元　浩
ひろし横浜市精神科医会

はぎもとクリニック

な
か
な
か
眠
れ
ま
せ
ん

　

ス
ト
レ
ス
が
多
い
現
代
社
会

で
は
な
か
な
か
質
の
良
い
睡
眠

を
と
る
事
が
困
難
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

日
本
人
の
20
％
が
睡
眠
に
対

し
て
問
題
を
か
か
え
て
お
り
、高

齢
化
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
増
加
す

る
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
1
日
16
時
間
眠

り
ま
す
が
、
若
い
成
人
は
7
時

間
、
65
歳
以
上
で
は
約
６
時
間

位
で
す
。

　

翌
日
の
眠
気
で
困
ら
な
い
程

度
に
眠
れ
れ
ば
充
分
で
す
。
必

ず
し
も
８
時
間
眠
ら
な
く
て
も

大
丈
夫
で
す
。

夜
中
に
目
が
覚
め
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
全
く
眠
れ

な
い
の
で
す
が

　

特
に
ご
高
齢
の
方
に
多
い
質

問
で
す
。
夕
方
20
時
に
眠
っ
て

し
ま
い
夜
中
の
２
時
頃
目
が
覚

め
て
し
ま
う
の
で
す
。
65
歳
以

上
の
方
は
６
時
間
以
上
眠
れ
れ

ば
充
分
で
す
。
ま
た
こ
れ
以
上

は
な
か
な
か
眠
れ
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

場
合
は
床
に
入
る
時
間
を
遅
く

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

人
間
の
身
体
に
は
睡
眠
と
覚

醒
を
調
節
す
る
リ
ズ
ム
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
体
内
時
計
と
い

い
ま
す
。

　

朝
起
き
て
太
陽
の
光
を
取
り

入
れ
る
と
体
内
時
計
が
リ
セ
ッ

ト
さ
れ
ま
す
。

　

い
つ
も
よ
り
早
い
時
間
に
寝

よ
う
と
し
た
り
無
理
に
昼
寝
を

し
よ
う
と
す
る
と
こ
の
バ
ラ
ン

ス
が
乱
れ
ま
す
。
朝
は
決
ま
っ

た
時
間
に
起
き
て
一
定
の
リ
ズ

ム
を
つ
く
る
事
が
大
切
で
す
。

寝
酒
を
試
し
て
み
ま
し
た
が

ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

眠
る
た
め
に
ア
ル
コ
ー
ル
を

使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
寝
つ
き
を
良

く
し
ま
す
が
、
す
ぐ
に
覚
め
て

し
ま
い
ま
す
。
眠
り
を
浅
く
す

る
作
用
が
あ
り
夜
間
に
目
を
覚

ま
し
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
寝
つ
き
の
効
果
も
少
し

ず
つ
弱
く
な
っ
て
く
る
た
め
飲

酒
量
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

自
宅
で
出
来
る
事
は

あ
り
ま
す
か
？

　

毎
朝
決
ま
っ
た
時
間
に
起
床

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
昼
寝
は
午

後
３
時
ま
で
の
20
分
︱
30
分
以

内
で
す
。

　

規
則
正
し
い
食
事
や
適
度
な

運
動
も
有
効
で
す
。

　

夕
食
以
降
の
カ
フ
ェ
イ
ン
の

摂
取
や
、
寝
る
１
時
間
前
の
喫

煙
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

軽
い
読
書
、
40
℃
く
ら
い
の

ぬ
る
め
の
入
浴
な
ど
心
身
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま
す
。

　

不
眠
の
原
因
は
様
々
で
す
。

良
い
睡
眠
は
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
や
改
善
に
効
果
が
あ
る
事

が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

う
つ
病
の
予
防
な
ど
こ
こ
ろ

の
健
康
に
重
要
で
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
に
医
師
に
相

談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　小児の食物アレルギーにつ
いては、日本小児アレルギー
学会で作成されたマニュアル
に基づく診断、検査、栄養指導
が行われている。しかし、その
一方で「卵が口の周りについ
て赤くなる」と『卵アレルギー』
と自己診断をして、勝手に卵制
限をする保護者、又、アレル
ギー検査の数値が正常値を少
しでも超えると直ちに「完全
除去」を指示する医師もいる。
特に後者の例では具体的な説
明を伴わない「栄養指導」を漫
然と受けているケースも少な
くないようである。保護者曰
く、医師より「当分の間、卵は
絶対に食べないようにする、時
期を見て少しずつ卵を食べさ
せる、量については親の判断
で少しずつ増やして下さい」
等。言われた親も「結局、どう
すれば良いかわからない」とぼ
やく。これでは確かに親も困る
のは当然である。「小児の食物
アレルギー」については保護
者の方は決して自己診断をせ
ず、まず小児科医師（出来れ
ばアレルギーに詳しい医師）を
受診し、適切なアドバイスを受
ける事をお勧めします。�（K.O）

小
児
の

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て

早
く
寝
よ
う
と
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
昼
寝
も
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
や
は
り
眠
れ
ま

せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
良
い
で

し
ょ
う
か
？

み
ん
な
の
健
康
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午 前 0 時 以 降 に お け る
初 期 救 急 診 療 は

※受診する際は、必ず事前に電話確認してください。

内 　 　 　 　 　 科
鶴見区 汐田総合病院 ☎（045）574−1011
西区 けいゆう病院 ☎（045）221−8181
中区 横浜中央病院 ☎（045）641−1921
保土ケ谷区 聖隷横浜病院 ☎（045）715−3111
旭区 横浜旭中央総合病院 ☎（045）921−6111
港北区 菊名記念病院 ☎（045）402−7111
緑区 横浜新緑総合病院 ☎（045）984−2400
青葉区 横浜総合病院 ☎（045）902−0001
戸塚区 戸塚共立第1病院 ☎（045）864−2501
戸塚区 戸塚共立第２病院 ☎（045）881−3205
戸塚区 東戸塚記念病院 ☎（045）825−2111

小 児 科（ 小 児 救 急 拠 点 病 院 ）
都筑区 昭和大学横浜市北部病院 ☎（045）949−7000
港北区 横浜労災病院 ☎（045）474−8111
鶴見区 済生会横浜市東部病院 ☎（045）576−3000
保土ケ谷区 横浜市立市民病院 ☎（045）331−1961
戸塚区 国立病院機構横浜医療センター ☎（045）851−2621
中区 横浜市立みなと赤十字病院 ☎（045）628−6100
港南区 済生会横浜市南部病院 ☎（045）832−1111

平
成
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日
発
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休 日・夜 間 に 急 病 に な っ た 場 合 は
休 日 の 昼 間 は こ ち ら へ

内科・小児科  診療時間：午前10時〜午後4時
旭区休日急患診療所 ☎（045）363−2020
泉区休日急患診療所 ☎（045）801−2280
磯子区休日急患診療所 ☎（045）753−6011
神奈川区休日急患診療所 ☎（045）317−5474
港南区休日急患診療所 ☎（045）842−8806
港北区休日急患診療所 ☎（045）433−2311
栄区休日急患診療所 ☎（045）893−2999
瀬谷区休日急患診療所 ☎（045）302−5115

都筑区休日急患診療所 ☎（045）911−0088
鶴見区休日急患診療所 ☎（045）503−3851
戸塚区休日急患診療所 ☎（045）852−6221
中区休日急患診療所 ☎（045）622−6372
西区休日急患診療所 ☎（045）322−5715
保土ケ谷区休日急患診療所 ☎（045）335−5975
緑区休日急患診療所 ☎（045）937−2300
南区休日急患診療所 ☎（045）731−2416

内科・小児科・※歯科  診療時間：午前10時〜午後4時
金沢区休日救急診療所 ☎（045）782−8785
※但し、歯科についてはＧＷ・年末年始を除いて、午前１０時〜正午まで

内科・小児科  診療時間：午前9時〜12時 午後1時〜4時
青葉区休日急患診療所 ☎（045）973−2707
　

毎 日 の 夜 間 は こ ち ら へ
横浜市夜間急病センター　　☎（045）212−3535
内科・小児科・眼科・耳鼻科：午後８時〜午前０時
横浜市北部夜間急病センター ☎（045）911−0088
都筑区休日急患診療所1階  内科・小児科：午後8時〜午前0時
横浜市南西部夜間急病センター ☎（045）806−0921
泉区休日急患診療所  内科・小児科：午後8時〜午前0時

①横浜市救急医療情報センター
　　　　　　24時間対応

＃7499
または

☎045-227-7499②横浜市小児救急電話相談
平日：18時〜翌朝9時 土曜：13時〜翌朝9時 日祝日・年末年始：9時〜翌朝9時
横浜市歯科保健医療センター ☎（045）201−7737
休日・夜間救急歯科診療 休日診療：午前10時〜午後4時 夜間診療：午後7時〜11時

横浜市医師会立の看護専門学校　入学試験のご案内
横浜市医師会看護専門学校 横浜市医師会保土谷看護専門学校

区分 試験日 試験科目
一般入試

（第1回）
平成28年
1月23日(土)・24日（日）

国語（漢文・古文を除く）
数学Ⅰ／作文／面接

社会人入試 平成28年
1月23日(土)・24日（日）

国語（漢文・古文を除く）
作文／面接

一般入試
（第2回） 平成28年2月27日(土) 国語（漢文・古文を除く）

数学Ⅰ／作文／面接

区分 試験日 試験科目
一般入試

（第1回）
平成28年
1月16日(土)・17日（日）

国語（現代文）／数学Ⅰ
（基礎）／小論文／面接

一般入試
（第2回） 平成28年3月13日（日） 国語（現代文）／数学Ⅰ

（基礎）／小論文／面接

所 在 地／〒222－0011 横浜市港北区菊名4－4－22
問合せ先／☎045－433－2305

所 在 地／〒240－0001横浜市保土ケ谷区川辺町5－10
問合せ先／☎045－333－6047

＊平成28年度推薦入試、社会人入試は終了しました。

12月★ 4日 骨粗しょう症について②
★ 11日 在宅医療について①
★ 18日 在宅医療について②

★ 25日
横浜市年末年始
救急医療体制
について

救急医療情報センター 年中無休・24時間受付
小児救急電話相談 
平日▶18：00～翌朝9：00 　土曜▶13：00～翌朝9：00
日・祝・年末年始（12/29～1/3）▶9：00～翌朝9：00
産科あんしん電話 
平日▶9：00～17：00（祝日・年末年始（12/29～1/3）除く）

　市民の皆様に救急医療情報センター（201-1199）、小児救急電話
相談（201-1174）、産科あんしん電話（228-1103）を利用しやすく
するため平成23年11月1日より＃7499のみで利用できる「救急医療
情報・相談ダイヤル」が設置されました。今までの電話番号からも引き続
きつながります。また、携帯電話・ＰＨＳ・プッシュ回線電話からもつな
がりますが、その他の電話からは045-227-7499で利用できます。

＃７４９９救急医療情報・相談ダイヤル

11月〜12月の放送予定

（生放送のため、多少前後のずれがあります。ご了承下さい。）
毎週金曜日午後1時30分より

tvk「健康最前線」

利
用
時
間

11月★ 6日 横浜野球肘検診について②
★ 13日 膀胱がんについて①
★ 20日 膀胱がんについて②
★ 27日 骨粗しょう症について①

み
ん
な
の
健
康
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